
 

   琉球大学理学部規程 

 

                           昭和５４年２月１日 

                           制       定 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、琉球大学学則（以下「学則」という。）に定めるもののほか、琉球大学 

理学部（以下「本学部」という。）の授業科目、単位、履修方法その他必要な事項を定める。 

（学科及び講座） 

 

第２条 本学部に、次の学科及び講座を置く。 

  学    科           講            座 

  数理科学科   基礎数理学、数理解析学、情報数理学 

  物質地球科学科   物質基礎学、物質情報学、海洋地圏科学、海洋水圏科学 

  海洋自然科学科    分子機能化学、解析化学、海洋化学、進化・生態学、 

   熱帯生命機能学、海洋生物生産学 

 

 （教育研究上の目的） 

第２条の２ 本学部は、普遍的な基礎科学の重要性を念頭に置き、優れた人材の育成と理学 

分野の研究の発展を目指し、更に、亜熱帯島嶼の特性を生かした特色のある教育研究を推進

することを目的とする。 

 

２ 本学部に置く学科の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

学  科 教 育 研 究 上 の 目 的 

数理科学科 

 諸科学の基礎としての数理科学の教育研究を行うとともに、数理科学的

素養を持ち、社会の多様化と時代の変化に柔軟に対応できる幅広い教養を

身に付けた人材を育成することを目的とする。 

物質地球

科学科 

物

理

系 

 多様な自然現象を物理的に探求し、体系的な理解を通して普遍的法則や

考え方についての研究を行うとともに、それらを身に付け、社会や学問の

世界において自立できる人間を育て、物理学を通して人類の幸福と社会の

進展に貢献できる人間を育てることを目的とする。 

地

学

系 

 大気、海洋並びに地表から地球深部までを対象とし、琉球列島の地理的

位置、気候、地質を活かした基礎教育と研究を行い、地球科学を基盤とし

て地域並びに国際社会に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

海洋自然

科学科 

化

学

系 

 多様な物質の反応・構造・機能を分子科学的に理解する基礎的化学に加

えて、新規物質の創成や亜熱帯・島嶼・海洋の地域特性を生かした天然物・

環境分野の化学的教育研究を行い、化学的素養を基礎に幅広い分野で活躍

できる人材を育成することを目的とする。 

生

物

系 

 琉球列島の恵まれた自然環境を実体験の場として活用した生物学教育

並びに自らの生物学的素養を地域から国際社会までの様々な領域で発揮

できる人物の育成を目的とする。 

 



 

（共通教育等の授業科目の種類等） 

第３条 共通教育及び専門基礎教育の授業科目の種類、単位数及び履修方法は、琉球大学共通 

教育等履修規程の定めるところによる。 

 

（専門教育の授業科目の種類等） 

第４条 専門教育の授業科目の種類及び履修方法については、別表のとおりとする。 

 

（単位の計算方法） 

第４条の２ 専門教育の授業科目の単位の計算方法は、次のとおりとする。 

（１） 講義及び演習については、15時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育上必要 

と認められる場合には、30時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（２） 実験、実習及び実技については、30時間の授業をもって１単位とする。ただし、教育 

上必要と認められる場合には、45時間の授業をもって１単位とすることができる。 

（３） 一の授業科目について、講義、演習、実験又は実習のうち二以上の方法の併用により

行う場合において、講義及び演習について係数３（ただし、演習については、教育上必

要と認められる場合には、係数１．５）、実験及び実習については係数１（ただし、教

育上必要と認められる場合には、係数１．５）に対し、それぞれの授業時間を乗じて得

た数値の和が４５時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究等の授業科目については、これらの学修の 

成果を評価して単位を授与することが適当と認める場合には、これらに必要な学修を考慮し 

て、単位数を定めるものとする。 

３ 前２項に基づく各授業科目の単位数及び週時間については、別表のとおりとする。 

 

（授業科目の公示） 

第５条 各学期に開講する授業科目、授業時間、単位数及び担当教員は、学期の始めに公示   

する。ただし、臨時に開講する授業科目については、開講１週間前までに公示する。 

 

（登録、試験及び単位の認定） 

第６条 登録、試験及び単位の認定については、琉球大学各学部共通細則の定めるところに 

よる。 

（休学、復学、退学及び除籍） 

第７条 休学、復学、退学及び除籍については、学則の定めるところによる。 

 

（再入学） 

第８条 再入学については、琉球大学再入学規程の定めるところによる。 

 

（編入学） 

第９条 編入学については、琉球大学編入学規程の定めるところによる。 

 

（転入学） 

第１０条 転入学については、琉球大学転入学規程の定めるところによる。 

 

 



 

（転学部及び転学科） 

第１１条 転学部、転学科については、琉球大学転学部、転学科及び転課程に関する規程の定 

めるところによる。 

 

（卒業の要件） 

第１２条 卒業するには、本学に４年以上在学し、別表に定める単位を取得しなければなら   

ない。 

 

（卒業の判定） 

第１３条 卒業の判定は、教授会が行う。 

 

（科目等履修生） 

第１４条 科目等履修生については、琉球大学科目等履修生規程の定めるところによる。 

 

（研究生） 

第１５条 研究生については、琉球大学研究生規程の定めるところによる。 

 

（外国人学生） 

第１６条 外国人学生については、琉球大学外国人学生規程の定めるところによる。 

 

（留学等及び特別聴講学生） 

第１７条 留学等及び特別聴講学生については、琉球大学留学等及び特別聴講学生に関する  

規程の定めるところによる。 

 

（指導教員） 

第１８条 学生の勉学その他の相談に応ずるため、各学科の年次ごとに指導教員を置く。 

 

附 則 

 この規程は、昭和54年４月１日から施行する。 

附 則（昭和62年１月21日） 

 この規程は、昭和62年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年４月22日） 

 この規程は、平成４年４月22日から施行し、平成４年４月10日から適用する。 

附 則（平成５年４月28日） 

 この規程は、平成５年４月28日から施行し、平成５年４月１日から適用する。 

附 則（平成５年12月12日） 

１ この規程は、平成６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の第４条及び第４条の２の規定は、平成６年度の入学者から適用する。 

３ 前項の規定にかかわらず、必要と認める場合には、改正後の第４条の２の規定を、平成６

年３月31日に在学する者（以下「在学者」という。）に適用する。 

４ 前２条にかかわらず、必要と認める場合には、在学者に改正後の第４条及び第４条の２の

規定に基づき平成６年度以降の入学者のために開設される授業科目を履修させる。この場合

において、当該授業科目の履修を、改正前の規定に基づく授業科目の履修とみなし、単位を



 

与える。 

附 則（平成８年２月21日） 

１ この規程は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 平成８年３月31日に理学部の数学科、物理学科、化学科、生物学科、海洋学科に在学して

いた者については、改正後の第４条の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 理学部の数学科、物理学科、化学科、生物学科、海洋学科は改正後の第２条の規定にかか

わらず、平成８年３月31日に理学部の当該学科に在学する者が理学部の当該学科に在学しな

くなる日までの間、存続するものとする。 

 

附 則（平成19年3月27日） 

 この規程は、平成19年4月1日から施行する。 

 

附 則（平成20年3月4日） 

 この規程は、平成20年4月1日から施行する。 



科目番号 授業科目 単位数 区分 科目番号 単位数

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（数理科学） １ 理共３３０ ２

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（物質地球科学） １ 理共３３１ １

理共１０１ 基礎ゼミⅠ（海洋自然科学） １ 理共３３２ ２

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（数理科学） １ 理共３３３ １

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（物質地球科学） １ 理共３３４ ２

理共１０２ 基礎ゼミⅡ（海洋自然科学） １ 理共３３５ １

理共１０３ 科学方法論 ２ 理共３３６ ２

理共１０４ 自然科学のための数学Ⅰ ２ 理共３３７ １

理共１０５ 自然科学のための数学Ⅱ ２ 理共３４４ ２

理共３４５ ２

理共３４６ ２

理共２０３ 熱帯環境化学概論 ２ 理共３４７ ２

理共２０４ 物質化学概論 ２ 理共３４８ ２

理共２０５ 熱帯生物科学概論 ２

理共２０６ 熱帯生物生産学概論 ２

理共２０７ 地球科学概論 ２

理共２０８ 総合演習｢現代社会と化学」 ２ 理共４０１ ２

理共４０２ ２

理共４０３ ２

理共４０５ ２

理共４０６ ４

理共４０７ 国際理学研修Ⅰ ２

科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容

理共１０１ 基 礎 ゼ ミ Ⅰ ( 数 理 科 学 ) １ ０―１ １年 前又後

理共１０１ 基礎ゼミⅠ(物質地球科学)

理共１０１ 基礎ゼミⅠ(海洋自然科学)

理共１０２ 基 礎 ゼ ミ Ⅱ ( 数 理 科 学 ) １ ０―１ １年 前又後

理共１０２ 基礎ゼミⅡ(物質地球科学)

理共１０２ 基礎ゼミⅡ(海洋自然科学)

理共１０３ 科 学 方 法 論 ２ ２―０ １～４年 後期

理共１０４ 自然科学のための数学Ⅰ ２ ２―０ １年 前期 １変数関数の微分積分

理共１０５ 自然科学のための数学Ⅱ ２ ２―０ １年 後期

理共２０３ 熱 帯 環 境 化 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 前期

理共２０４ 物 質 化 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 後期 化学全般について解説を行う

理共２０５ 熱 帯 生 物 科 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 前期

理共２０６ 熱 帯 生 物 生 産 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 後期

理共２０７ 地 球 科 学 概 論 ２ ２―０ １～２年 随時 地球科学の概説

理共２０８ 総合演習｢現代社会と化学」 ２ ２―０ ２～３年 後期 化学に関する総合演習

理
　
　
学
　
　
部
　
　
共
　
　
通
　
　
科
　
　
目

科学史、科学認識論、科学社会学、
科学哲学、環境科学、情報社会学
の概説

大学での学習の基礎的事項を少人
数で学ぶ

全学科必修
数理科学科は
後期に開講

水生生物の生理・発生・生態・資源
管理・増養殖・環境保全概説

（別表２）学部共通授業科目

多変数関数の微分積分と微分方程
式

総
合
的
・
学
際
的
科
目
等

地球環境の問題及び生態系を化学
の分野より解説する。

琉球列島の生物に関する多様な研
究を紹介し、生物科学における位置
づけと他の分野との関連等について
概説

理
　
学
　
部
　
基
　
礎
　
科
　
目

大学での学習の基礎的事項を少人
数で学ぶ

全学科必修
数理科学科は
前期に開講
物質地球科学
科（物理系）は
基礎ゼミⅠ･Ⅱ
を前期に開講

数学科教育法B

区分 基礎修得科目等

総
合
的
・
学
際
的
科
目
等

理科教育法B

理科教育法C

教職実践演習（中・高）

そ
の
他

博物館実習Ⅰ

乗船実習Ⅰ

乗船実習Ⅱ

キャリア演習

海外自然科学研修

数学科教育法C

（別表１）理学部共通授業科目分類表

区分 授業科目

教
職
科
目
と
し
て
特
に
開
設
さ
れ
た
も
の

理
学
部
基
礎
科
目

物理学概論

物理学基礎実験

化学概論

化学基礎実験

生物学概論

生物学基礎実験

地学概論

地学基礎実験



科目番号 授業科目 単位数 週時間 受講年次 学期 授業内容

理共３３０ 物 理 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又後 物理学全般についての概説

理共３３１ 物 理 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又後 先33

理共３３２ 化 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又後 化学の基礎についての概説

理共３３３ 化 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又後 先43

理共３３４ 生 物 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又後 生物学の概説 先51、先52

理共３３５ 生 物 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又後 先53  

   

理共３３６ 地 学 概 論 ２ ２―０ ２～３年 前又後 地学全般についての概説 先23*、先24*

理共３３７ 地 学 基 礎 実 験 １ ０―２ ２～３年 前又後

理共３４４ 数 学 科 教 育 法 B ２ ０―２ ２～３年 前期 数学教育の実践研究          

理共３４５ 数 学 科 教 育 法 C ２ ０―２ ２～３年 後期 数学教育の実践研究          

理共３４６ 理 科 教 育 法 B ２ ２―０ ２～４年 前期

理共３４７ 理 科 教 育 法 C ２ ２―０ ２～３年 後期

理共３４８ 教 職 実 践 演 習 （ 中 ・ 高 ） ２ ０―２ ４年 後期 教職に関する実践演習

理共４０１ 博 物 館 実 習 Ⅰ ２ ０―４ ４年 前期

理共４０２ 乗 船 実 習 Ⅰ ２ 集中 ２年 前又後

理共４０３ 乗 船 実 習 Ⅱ ２ 集中 ３年 前又後 卒論などの試料・データ収集

理共４０５ キ ャ リ ア 演 習 ２ ０―２ ３年 前期 学生の就職活動支援のための演習

理共４０６ 海 外 自 然 科 学 研 修 ４ 集中 ３・４年 ―

理共４０７ 国 際 理 学 研 修 Ⅰ ２ 集中 ２～４年 ―

博物館学芸員
資格取得のた
めの科目

外洋における各種海洋観測と航海
術入門

事前に乗船実
習Ⅰを習得

自然科学（特に地球科学）に関する
海外での研修（野外巡検、施設見学
等）

 *必修科目と重なっているなどやむを得ない事情がある場合は、先２３の代わりに自０２、先２４の代わりに自０１又は自０３での
　　履修を認める。

理学分野（特に化学と生物）に関す
る海外での研修（フィールド調査、実
習、施設見学等）

そ
　
の
　
他

理
　
　
　
学
　
　
　
部
　
　
　
共
　
　
　
通
　
　
　
科
　
　
　
目

コンピュータ活用を含む地学全般に
ついての実験

物理･地学的内容を中心とした中・高
理科教育の各分野教材の取扱い

化学･生物学的内容を中心とした中･
高理科教育の各分野教材の取扱い

自然史博物館の標本管理等に関す
る実習

（別表２）学部共通授業科目

区分 基礎修得科目等

教
　
職
　
科
　
目
　
と
　
し
　
て
　
特
　
に
　
開
　
設
　
さ
　
れ
　
た
　
も
　
の

先31、先32又
は転11、転12

コンピュータ活用を含む物理学全般
についての実験

先41､先42又は
転23、転24

コンピュータ活用を含む化学全般に
ついての実験

コンピュータ活用を含む生物学のさ
まざまな分野の実験及び実習
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